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本 邦 未 記録 の 属 Papirioides (WEA, MRE) O 1 新竹 
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昭和 32 年 9 月 24 HS 


昭和 27 年 夏 , 京都 大 学 才 伏 学部 の 吉井 良三 氏 よ り , 上 野 俊一 氏 が 長野 県 で 採集 し た 珍 ら し い 円 晃 虫 388 
XO UE t (RES Jue, WEOE, KREO Papirioides の 1 新種 で ある と と が 判明 し た 
の で と と を 報告 する と と と し た 。 な お Papirioides 属 は 円 跳躍 科 の 凶 の 数 属 と と も る 第 3 BEC T 
特異 な 背 器官 dorsal organ を 有する と と を 特徴 と する も ので, cc Ciara CBIT SEKOLO L 
検討 を 試み た 。 l 

稿 を 進め る に あたり , 貴重 な 資料 を 著者 の 研究 に 和 要 さ れ た 上 記 , 吉井 良三 氏 と 採 者 で ある 京都 大 学 理学 部 
上 野 化 一 氏 に 深 護 の 意 を 表す る 。 


TrüERUEG SAYRE oT 


HHR Sminthuridae の 2 WE} Sminthurinae と Dicyrtominae 記 は 少数 属 で は ある が ,。 第 4 KEENE 
正中 線上 に 1 個 の 背 器官 を も つも の が ある 。 と の 不思議 器官 の 形態 と 機能 と に つい て は 。 Absolon, K 
(07) 23 7v v ED Corynephoria jacobsoni Absol. を 材料 と し て 研究 し , 一 種 の 分 泌 器 官 で あり ,。 同時 に 防 . 
FAROR ERER A o La EUR EC 5 LEELCVv E. vc Hofma, R. W. C11) な は 同種 
300 VE EHI CHEST ABIÉPERUICNSTEIC SEL, (1) 虫 の 跳躍 時 記 虹 生 殆 節 が 上 方 に 曲げ られ る 了 共に, ER 
部 の 激動 を や わら げ る 器 家 と し て 役立ち 。 また (2) 叉 状 器 を 連 か に [ 旧 仁 置 に 復 さ せる 反発 作用 を 有する も の 
で ある と 推論 し て いる 。 Tolsom (24) は スマ トラ ェ b Papirioides (Genotype: P. jacobsoni) WEL, B 
器官 の 機能 に つら て Hoffman DREZI L T5, tog Denis (29) QERAR LY Prenothrir 
mirabilis を 記載 し , 半球 状 の 背 器 家 C 時 別 な 注意 を 払 つ て いる 。 彼 の し ら べ を 4 個体 の うち 2 個体 は と の 
器官 を 有 し , 他 は と れ を 欠く が 故に , CI*iudiBÉMECHS ( 貴 革 と の 器官 が ある ) の 形態 上 の 差 で ある と 述べ て 
cö. Cht AUNOR EBI O Ptenothrix dubia が ハワイ より Folsom (32) ic よ つ て 報告 きれ 
て に る 。 内 田 (C40) は 当時 まで 記録 さき れ た 背 器 官 の 検討 と と も に, ミクロネシア より , EROBRET 
する Dicyrtomina trukana を 記載 し を 。 思 ら に と の 器官 の 機能 に つい て は , 今 の と ころ 小 態 学 的 所 検 iC X 
る 機能 の 推定 の 域 を 出 を いも の で ある か ら , いろ いろ 論議 され て いる が 未だ に 明 藤 に な つた と は 甘え な いらい 。 
な お と と 指摘 し て お きた いと と は Willem, V. (10) が 記載 し た Papirius Lubbock, 1862 (現在 で は 
Dicyrtomina C. B., 1906 と Dicyrtoma C. B., 1956 の 両 属 分 離 ) の 第 4 腹 節 一般に み ら れ る 1380 
問 状 笑 和 起 を , HORES ExkOd53RqY と 相同 の る の と 見 な し て に る (Absolon '07, H. Uchida '44) ji, c 
の 見 解 に 対し て 著者 は 左 問 を ゃ つも の で ある 。 そ 理由 は Pagpirioides で は 蘭 器 官 の な か に 1 HORRA 
を 有する か ら で あ る 。 と と K 記 載 す る Papirioides uénoi sp. nov. の 背 器 宜 に 関し て は 資料 少く , IDERE 
の 掴 察 を 行 つ た だ け で ある が , 外形 は 相棒 状 で Absolon の 所 詩 Dorsalkeule THERICÓREPT S. BEE OR 
態 に 基づい て , と れ ら を 次 の よら KK 分 ける と と が で きる 。 

a. 背 器 官 は 半球 状 な いし 円 鑑 状 

b  ESRIR...... Ptenothrix mirabilis Denis, Pt. dubia Fols. 
b' AHR... Dicyrtomina trukana H. Uchida 
a^ AiR 
C 先端 球状 克 膨 大 し , と の 部 分 の み 前 毛 を 生 ず seii Corynephoria jacobsoni Absol. 
c! REER E 
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d 全長 に 写り 同じ 大 さ で 全面 に 吾 毛 を と こうむる.…… Papirioides jacobsoni Fols. 
d' 基部 細く 未納 へ 次 第 に 太 さ を 増し 基部 Cc 東毛 を 欠く . Papirioides uénoi sp. nov. 


Papirioides 属 の 特徴 
LOB, 触角 , 叉 状 器 , 爪 等 の 基本 形態 C お いて , Prenothriz & E —$03: b, ELURREN 
の 剛毛 は 基部 ic 微 鍵 雌 を 有する ほか 一 般 c 単 純 で ある 。 背 器 官 を 有する と と で 一 般 の Prenothriz RORR 
と 明らか に 区 別 さ れ , 背 器 官 が 梶 棒状 で ある と い ら 点 で Pt, mirabilis 及び Pt. dubia と も 区 別 さ れる 。 
Papirioides の 硝 器 官 は 梶 棒状 で その 表面 の 大 部 分 は 泡 毛 で お お われ て いる 。 


Papirioides uénoi sp. nov. 記載 


体長 : 138 mm, 
頭 部 :  YVETRER CRAS, GURHULUARURICHBES, 部 は 淡色 。 人 触角 は 透明 で 第 ! 節 は 褐 紫 色 。 第 2 節 
と 第 3 侵 は それ ぞ れ その 中 央 部 は 長く 紫 章 色 に 彩 ら れる 。 触角 は 体長 より 長く 1.67 mm。 各 節 長 比 0.10: 
- 0.68: 0.74: 0.15, 第 4 節 は 8 個 の 小節 を 有 し , 第 3 節 の 未 半 有 節 部 は 未納 の 肝 大 せる 節 を 除き 8 小節 よ 
りな る 。 有 眼 は 各 側 8 MIB X OLD. AU NIRGTREUICRBEEICAo 5, 
Bap : DEBEO. Hn pA CRH, 転 節 , E, 基 節 は 暗 草 色 。 WU SERIES C Erb $5 内 
gus 2. BENERI. HETVIINORM) 3/2 ORS. MEREST. 内 側 基 部 に 1 PERT. 
i BRA St, HEER. 
E: 珍 面 は 黄 白 色 で , 微か み IC エ ナ 
メル 様 光沢 あり 。 体側 は 幅広 く チ ョ ュ 
レー ト 色 を 呈し , 腹面 は 淡色 。 な お 精 
検 す れ ば , 前 体 背 の 字形 約 は 黄色 で 
その 縦 線 部 は チヨ コレ ー ト 色 縁 取ら 
れ て 2 縦 条 を な し て 後方 に 正 る 。 前 体 
ABB EROS Harak 0 FARCI 
253g Ep E ORN, LEER 
背中 部 , 後 体側 の 不 現 則 基 な ど は 黄 白 
色 。 腹 管 の 宰 状 部 は 暗 褐 色 。 背 器官 は 
Papirioides jacobsoni (0*0 E EU, 
基部 に お いて 細く , 端 部 へ と 太 さ を 増 
L, 基部 に 剛毛 を 欠く 。 MIR id 
0.90mm。 柄 節 : ZED: 端 節 0.22 : 
0.52: 0.16, ÆRMER A: Bia 
Ci E, 茎 節 毛 は 基部 近く 極め て 微 
線 不 明 の 久 菌 を 有する の み , BEBO 


Papirioides uénoi sp. nov. E x- 28 
A. Entire, obliquely dorsal aspect. B. Showing body 長 で 真直 に 近く , SMRC fü. i 
marking, seen obliquely from. above; setae omitted, に 32 MORRE 5. 


except for dorsal organ. C. Ditto, dorsal aspect; setae 
omitted. D. Right ocelli. E. First and second segments 


産地 : RERA U (IIS 


fr zr 

of antenna. F. Third and fourth segments of antenna. 村 ) 稲 食味 。 標高 IO00m。 昭和 32 年 6 

G. Right hind foot. H. Furcula. I. Dental seta, 月 19 日 。 上 野 俊一 氏 採 集 。 道路 際 に ね 

B,. J- Left mucro, viewed from inside. - か せ て ある 電柱 や 倒木 の 側面 で 数 頭 。 
(18) 
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c の 種類 は 基本 形態 に ちら て Ptenothric 属 の 円 跳 申 に 類する けれ ども ゃ , 特有 な 萌 器 宣 を 有する こと と に C ょ 
つて Papirioides ECA dub. Add evo P. jacobsoni Fols. と 比較 する と , (D AoT 
E CHHD は 基部 が 細く , 先端 へ と 太 さ を 増す の に C, 後者 で は 一 様 な 円 筒 状 で ある ct, (2) KEDAH 
基部 に 却 毛 を 欠く の に , 後者 で は 全 表 面 に こと れ を 生ずる と と , (3) 本 種 の 体 色 は 六 白 色 と チ ョ コレ ー ト 色 と 
PHEOUCURPHOBUUEJEpC3 ih UL. RADORE RAEO E E XETS E OZRBHBEZEARIARU ER EE & 
散布 し て に る と と で 直ちに 識別 で きる も の で ある 。 


3E EN l 
Absolon, K. '07 Wiener Ent. Zeit. 26. Denis, J. R. ^29 Boll. Lab. Zool. Portici 22. Fol- 
som, J. W. °24 Bul. Mus. Comp. Zool 65. — — ’32 Proc. Hawaiian Ent. Soc. 8. 


Hoffman, R. W. '!1 Zool Anz. 38. 内 田 一 44 東京 科 博 研 報 17. 


Résumé 


A New Species of Papirioides (Insecta : ON 
Unrecorded Genus from Japan 


Hajime UcuipA 
Biological Institute, Faculty of Literature and Science, Hirosaki University 


in the present paper the author deals with the description of a new species of Papirioides, with à 
revision of the dorsal organs of some Sminthurid insects hitherto recorded. The genus Papirioides, has 


not yet been recorded from Japan. 


Papirioides uénoi sp. nov. 
Body length: 1.38 mm. 
` Head: Yellowish brown. Frons, vertex, and genae darker. Mouth region paler. Antennae 1.67 mm, 
Jonger than the body length, translucent; ant. 1 brownish purple and the middle parts of ant.2 and 
ant. 3 tinged with dark violet. Ant. 1:2:3:4--0,10: 0.68: 0,74: 0.15.. Ant. 4 showing eight distinct, 
bead-like subsegments ; ant. 3 with eight subsegments on its distal half, noi including those fused into 
the large, clubbed end. Ocelli 8+8. Each ocellus on an isolated round black patch. 

Thorax: Pale yellowish brown. Legs semi-transparent; basal part of tibiotarsus, femur, trochanter, and 
coxa dark violet. Unguis slender, slightly curved, with two pairs of inner teeth; basal teeth short 
and blunt at their apices. Unguicuius about two thirds as long as unguis, straight, broadly linear, 
acuminate, bearing an oblique spine at its inner base; subapical filament moderately long and strongly 
curved. Tenent hair absent. ] 

Abdomen : Upper side of the abdomen light yellow, with faint enamel-like luster, forming a palmate 
marking. Lateral side of the abdomen is of a dark chocolate color. Ventral side paler. There is a 
T-shaped yelow marking on the anterior dorsum whose foot extends posteriorly consisting two longi- 
tudinal stripes of chocolate color into the palmate marking stated above. Some irregular yellow speckles 


Or bands are found on the antero-lateral parts of the abdomen. Dorsal organ subclavate, becoming 
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gradually thickened towards its end, provided with the spine-like setae distributed over the surface, the 
basal part excepted. This organ yellowish in color, margined laterally with chocolate tint. Ano- 
genital segment is of chocolate color, excepting its median part, and moreover, encircled with a 
circular yellow band. Collar of ventral tube dark brown. Furcula paler, 0.90 mm in length. Ma: 
De:Mu—0.22:0.52:0.16. Dental setae formula is À, ; B, , Ci- Ej Dorsal setae are not serrate 
except obscurely near the base. Both edges of mucro toothed, 29 teeth on outer edge and 32 on 
inner edge. 

Clothing of sparse, not much sturdy setae on body: more numerous and larger on head apnd ano-genital 
segment, ` 

Locality: Hinagura pass (1000 m), Higashichikuma-gun, Nagano Pref. Several specimens were collected 
by Mr. Shun'ichi Uéno: on lods laying on the ground. 19. VI. 1952. Cotypes preserved in Yosi's 
and the author's collections. 

Remarks: This outstanding new species is no doubt belonged to the genus Papirioides owing to its curious 
club-shaped dorsal organ, although it comes very near in the other body structures to the genus 
Ptenothrix. When comparing the present species with Papirioides jacobsoni from Sumatura, it is 
easily distinguishable from the latter by the following differences: (1) the presence of the dorsal organ, 
becoming gradually thickened towards the end; (2) the absence of spine-like setae on the basal part 
of the dorsal organ; and (3) the possession of the dorsal yellow pattern, margined broadly with the 


pigment of chocolate color. 


ST 1E 
(1) 88 66 1$ 28 8 号 ・333 EA Fig.2 o BAC, 印刷 の あや まり が あり まし た か ら 訂 正 に た し ます 。 


B 図 の 最 左端 C 縦 め に は し る 点線 の 点 11 個 を と る 。 


(2) 第 66 巻 ・ 第 10 号 C 下 記 の 誤り が あり まし た の で 訂正 いら た し ます 。 


BR fr 誤 正 

381 上 ヨリ 4 . ポ ド フ イリ シ ボド フィ リン 

382 5 Arch, Arch. 

ヶ Résumé ZEx.1 deales deals 

p み 4 sevaral several 

ケ ア 7 unclear nuclear 

p » 8 conseqvence corse queneé 
( 20) 
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